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1 ．は　じ　め　に
　本学における初習韓国語の教育理念及び教育目標に最も適した基礎科目の共
通教材を開発するために，これまで過去 2回に渡って先行研究を行っている。
最初の基礎研究1）は，日本で出版されている複数の初級レベルの韓国語教材に
載っている学習語彙を一覧化し，数量的な分析を行った。2012 年度より基礎
科目（ハングル 1・ハングル 2）2）においては共通シラバスを適用するように
なったが，それまでの授業ではクラス及び授業担当者ごとに異なる教材を使用
していた。また，使用教材の殆どが日本国内で出版されたものであったため，
まずはそのような教材を中心に収録語彙を調べ，本学の基礎韓国語の学習到達
目標との照合もできると考えた。その結果，調査に用いた 10 種 13 冊の初級レ
ベルの教材は，それぞれ提示されている語彙数が異なっていて，共通する語彙
も全体の 4.8％に過ぎないことが分かった。言い換えると，同じ初級レベルの
教材にも関わらず，それぞれの学習語彙としての提示内容は大きく異なってい
 1）金昌九・金菊熙（2014）「초급 한국어 교재에 제시된 어휘의 목록과 계량적 분석（初級
韓国語教材に提示された語彙一覧と計量的分析）」『言語文化研究』33－ 2，165－188．
 2）2018 年度からは「ハングル」から「韓国語」に名称が変更されている。
ることが言える。
　続く基礎研究3）では，本学の初習韓国語教育の学習到達目標として「韓国語
能力試験（ 	
		）4）」の初級レベルの合格を定め
ているが，その具体的な評価内容を本学の基礎韓国語履修者向け共通教材の構
成内容として適用することを視野に検討を行った。その結果を踏まえ，
Ⅰ（ 1 級）の語彙や文法，テーマ等を本学のカリキュラムに照らし合わせて，
教授可能で確実に到達可能な学習目標を定め，基礎韓国語 1， 2 の共通教材の
内容を構成することが次の課題として掲げられることとなった。
　本報告書は，基礎韓国語 1・ 2 の共通教材の作成に至っての具体的な構成内
容と狙いをまとめたものである。以下の第 2章では本学の韓国語教育に求めら
れる教材の要件をまとめた上で，本学における初習言語科目の共通の教育理念
と教育目標を概観した後，基礎科目「韓国語 1」と「韓国語 2」のシラバスに
ついても簡単に触れたい。続く第 3章では，共通教材の構成内容の中の具体的
な学習項目を「語彙」「文型表現」「トピック」「その他」に分けて詳述する。さ
らに第 4章では，本学の韓国語教育の学習到達目標に掲げられている 
Ⅰ（ 1 級）の評価基準と共通教材の内容を学習項目別に対照し，両者間の比較
を行う。その結果を踏まえ，最後の第 5章では今後の課題についてまとめるこ
とにする。
2 ．初習韓国語のカリキュラムに適した基礎科目共通教材の要件
2－1．共通教材作成の意義
　教材の作成にあたってまず考慮しなければならないのは，なぜ「教材」を作
るのかという問いである。言い換えると，教材作成の意義や狙いが十分理解さ
 3）金菊熙（2014）「初級言語教育における相互文化理解の授業のあり方を考える－松山大学
の初習言語「ハングル」における授業例を中心に－」『松山大学論集』26－ 1，131－171．
 4）韓国の教育部傘下の国立国際教育院が主管となっていて，韓国語を母語としない諸外国
語の母語話者向けの韓国語能力を測るための評価基準として公認されている試験である。
初回の 1997 年から 2010 年までは，韓国教育課程評価院が主管機関となっていた。
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れていないと，その意図に適合したものを作成することができないからであ
る。そこでまず以下のように「教材」の定義について考えてみたい。5）
　…「教育目的及び目標を達成するために教育課程を反映した教育内容を教師
と学習者に提供する総体的なツール」「教育目標を効果的に達成するために教
授－学習過程で用いられる資料で，教育課程に含まれた教育内容を教育哲学と
共に提供する物理的実体を指すもの」「教育を『誰が誰に何を教える行為』と
見なす際に『何』に含まれる総体物」…
　上記の内容からすると，教材は，それを用いる教育機関の教育目標を提示す
るものであり，同時に教育課程を具現する手段でもある。そして，教材を通じ
て教授者と学習者の間で教育目標を達成するための「教授－学習」内容を具体
的に共有することにもなる。教授者にとっては，教授すべき内容を提供するほ
か，どのような教授法のもとで授業を進めていくべきかの基準も与えられる。
一方の学習者にとっては，何を学ぶのかを理解するほか，学習項目の予習や復
習，そして評価のための対策資料にもなる。さらに，自主的な学習につなげる
ための学習動機を促す要因としての役割も担うことになるなど，教材の様々な
機能からしてもその重要性は十分考えられる。
　以上の教材の持つ意義や役割を踏まえ，次節では，本学の基礎韓国語教育に
とって最も望ましい教材のあり方を考える上で欠かせない前提事項について触
れたい。その 1つは，本学で掲げている初習言語の教育理念と教育目標であ
り，もう 1つは，基礎韓国語 1・ 2 のシラバスで提示されている具体的な教
授・学習目標である。
2－2．現行カリキュラムで見る韓国語教育の目標
　現行の言語文化科目のカリキュラムは，2012 年度より施行されている。言
語文化科目全体の教育目標6）では，「国際社会で通用する人材の育成」を基本
 5）韓国語教育学事典（2014：892）を引用。
 6）松山大学言語文化科目のカリキュラムポリシーより。
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理念とし，「実践的言語運用能力」と「異文化理解を通しての多角的な視点」
を身につけることを目的としている。
　以下では，本学における初習言語科目の教育体系を理解するために，韓国語
を例として図式化したものを示した。その中でも 1年次向け韓国語基礎科目の
場合，年間を通じて「韓国語 1」と「韓国語 2」を半期ごと履修するように
なっていて，1.5 時間の授業が週 2回行われている。つまり，総学習時間は前
期と後期の 45 時間を合わせると合計 90 時間となる。
図 1　韓国語教育カリキュラム7）
　上の「図 1」で示している本学における初習言語の教育課程を考えると，一
連の教授－学習内容を通じて到達可能な言語能力は，各言語の「初級」から
「中級」程度のレベルを超えない。言い換えると，現状のカリキュラムのまま
では伸ばせる言語能力には限度があり，多くの場合，学生が選択した言語につ
いて，日常生活と一般的な話題に関してコミュニケーションが行える基礎能力
を育てる程度で教育課程が終えられるようになっている。しかしこのような実
情を踏まえた上でも初習言語教育の持つ意義や重要性は，決して過小評価でき
ない。そして，その意義や重要性は，初習言語が共通して掲げている教育目的
にも幾分反映されていることと考えられる。本学における初習言語共通の教育
目的は次の 5つにまとめられている。
1．初習言語へ持続的な興味を持ち，自主的な学習態度を養うための土台
を作る。
 7）2018 年度言語文化パンフレットの 1ページに掲載された内容の一部を抜粋した。
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2．日常生活と一般的な話題に関してコミュニケーションが行える基本能
力を育てる。
3．ヨーロッパないし東アジア圏の多様な情報を理解し，それを活用でき
る能力を培う。
4．相互文化理解を深めるため，初習言語学習を通じて日本との慣習や文
化の違いを理解する。
5．外国人に対して自分の意見や意思が相手に伝わるまで，積極的にコ
ミュニケーションに取り組む姿勢を養う。
　本学の在学生の大半は，高校までの教育を通じて第 1外国語として英語を学
んでいる。したがって，第 2外国語として英語以外の言語に接するのは本学に
入って初めてという者が殆どである。そのような学習者に，高校までの外国語
学習とは違う形態の教育方法で外国語を学ばせることが可能になる。特に本学
の韓国語教育の場合，教員の過半数は韓国語を母語とするいわゆるネイティ
ブスピーカーである。この特徴を大いに活かすとコミュニカティブ・アプロー
チによる言語技能の教授がより容易に行える。他にも，相互文化理解の視点に
立って，学生は先生を通してまず韓国の文化に接することができ，自然に日本
文化との比較もすることで，両方の言語話者がお互いの文化を語り合うことが
可能になっていくと考えられる。
　続いて，現行のカリキュラムの下で基礎韓国語の教育内容を理解するため
に，今年度の基礎科目「韓国語 1」と「韓国語 2」のシラバスに掲げられた学
習到達目標を示すと以下のようである。
「韓国語 1」
1．韓国語の文字（ハングル）を読んで書くことができる。
2．韓国語の発音体系を理解し，音韻変化を正しく理解できる。
3．文の基本構成単位と簡単な文型が理解できる。
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4．韓国語の挨拶表現をはじめ，基礎的な定型表現を用いて自己紹介がで
きる。
5．韓国語で他人の名前や職業を尋ねる（答える）ことができる。
6．韓国語で物の名前を尋ね，正しく理解することができる。
7．韓国語で人や物の場所や位置を尋ねる（答える）ことができる。
8．基本語彙約 340 語について読んで意味が理解できる。
9．ハングル能力検定試験（ 5 級）に合格できる。
「韓国語 2」
1．日本語にはない韓国語の音をより正確に発音できる。
2．特殊な音韻変化を正しく理解して発音できる。
3． 5～ 7 個の単語からなる文を読んで内容が理解できる。
4．授業で扱ったテーマに関する会話文及びパラグラフを読んで内容を正
しく理解することができる。
5．授業で扱ったテーマに関する会話文を聞いて適切に内容を理解するこ
とができる。
6．授業で扱ったテーマについて 2つから 5つ程度の文を使って適切に表
現することができる。
7．韓国語の言語特徴を理解し，日本語との類似点や相違点を正しく判断
できる。
8．韓国と日本の生活習慣や社会制度などの文化の違いについて理解を深
めることができる。
9．韓国語能力試験（Ⅰ） 1 級，ハングル能力検定試験（ 4 級）の
合格を目指せるようになる。
　次章では，本学の初習言語の教育目的及び基礎科目としての「韓国語 1」と
「韓国語 2」の学習到達目標を具現するためにどのような教材が開発されたか
について項目別に教材の構成内容について触れることにする。
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3 ．基礎科目「韓国語 1」「韓国語 2」の共通教材の構成内容
　本稿の第 1章でも簡単に触れたように本学の韓国語教育カリキュラムに適し
た基礎科目「韓国語 1」と「韓国語 2」の共通教材開発のために行われた先行
基礎研究では， 1 年次向け共通教材の学習内容は Ⅰ（ 1 級）の評価内
容を基準にすることが妥当であると考えられた。そして，教育目標を実現す
るためには，コミュニケーション能力の育成を目指した言語知識（「文法」「語
彙」「発音」）と言語技能（「聞く」「話す」「読む」「書く」）が一体となった統合
型教材が望ましいことが分かった。さらには，学習内容やテーマに関連付けら
れた相互文化理解のための文化知識のほか，意味中心の言語理解を目指したタ
スクの提供も欠かせない構成要素として考えられた。これらの構成要素を基に
して，一連の制作過程を経て，本学 1年次向けの基礎韓国語の教育時間内に教
授可能で到達可能な学習内容をまとめた教材を開発することに至った。
　以下では，本学の基礎科目「韓国語 1」と「韓国語 2」の共通教材として
開発された韓国語初級教材8）について，内容構成における特徴を「準備編と語
彙・表現」「本文会話と文型」「その他」に分けて詳述し，本章の最後に教材の
全体の構成内容を表でまとめて示すことにする。
3－1．準備編と語彙・表現の構成
　コミュニケーション能力の育成を目指した統合型教材の構築のために，まず
は言語知識として学ぶべき語彙（発音）と文法（表現形式）の項目を選定する
ようになった。初めて新しい言語を学ぶ学習者が対象になっているために，文
字と発音から学ぶ「入門」の段階を経て基礎語彙や文法，表現の学習に進むこ
とを勘案すると「韓国語 1」と「韓国語 2」に与えられた学習時間の殆どは初
級レベルの言語知識を学ぶことに費やされることになる。特に新しい言語の文
字と発音の仕組みを中心に学ぶ「入門」の段階では，基本語彙と定型表現に加
 8）『いよいよ韓国語』朝日出版社（2018）
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え，最も基礎的な文型の練習が加えられることになる。そしてこの「入門」の
段階を過ぎてから初めて言語技能や文化知識を学ぶ時間が徐々に加わっていく
ことが望ましいように思われる。
　したがって，開発された共通教材の構成では，はじめに韓国語の文字と発音
に加えて挨拶及び日常でよく用いられる定型表現を学ぶ「準備編（ハングル）」
が設けられている。韓国語学習の「入門」に当たる「準備編」では，韓国語の
文字の名称である「ハングル」の構成・仕組みと発音の特徴を学び，文字を
読む練習の段階で合計 140 個の基本語彙を学習するようになる。合わせて，26
個の挨拶・日常表現を学ぶことで，文字の仕組みを理解するとともに，韓国語
の表記上の特徴も理解することを目標にしている。
　シラバス上で示される「入門」の学習時間は合計 20 時間となる。そのため
「準備編」での語彙と定型表現に加えて，第 1課から第 10 課までで構成されて
いる「本編（いよいよ韓国語）」のうち，第 1課は「入門」の学習時間に含め
ることが可能である。すると「準備編」に加えて第 1課までの学習語彙は 185
個に及ぶ。また，第 1課から定型表現を中心にした文法と表現の学習が始ま
る。文型9）についての詳述は，次節で行うこととする。
　また「準備編」で用いられている語彙の構成においては，文字の構成・仕組
みに合わせた語彙の提示と，日本語の音声体系との違いで特徴付けられるべき
発音を理解するための語彙の提示に分けられている。その語彙構成の特徴は，
韓国で出版されている入門から初級レベルに渡る教材に比べると，学習者の母
語と目標言語の発音の違いを明確に比較提示することになっている。反対に，
日本で出版されている多くの入門～初級レベルの教材においては文字を読む練
習の段階で韓国語の発音の説明に多くの紙面と学習時間が当てられている上，
学習レベルを超える高度の語彙が例示として数多く現れることが短所として挙
 9）今回開発された共通教材では「文型」というタイトルを与えて各課で学ぶべき文法事項
と表現形式を提示している。なお，文型練習には常に文（センテンス）単位の練習問題を
提示し，語彙と文法，表現形式が合わせられた形で言語を理解することを狙いとしている。
250 松山大学論集 第30巻 第6号
げられる。これから新しい言語を学んでいく入門の段階で行われる文字の学習
では，目標言語の発音の正確さを強調するより，言語間の発音の違いに気付か
せる程度の学習内容がより妥当であるように考えられる。そのため，本学の学
習者向けに開発された共通教材においては，韓国語の文字の仕組みを理解する
ことに焦点を当て，発音の特徴については最小限の紙面と学習時間を割り当て
ている。
　本編からの語彙の構成は，各単元のトピックと文法や表現項目を基準に新出
語彙が一定数を超えないことを前提に幾つかのテーマ別に語彙の分類を行っ
た。その選定基準としては，Ⅰ（ 1 級）の評価内容となる約 800 程度の
基本語彙を参考にしている。本編の第 1課から第 10 課までの単元ごとのタイ
トルと主要表現，テーマ別語彙の分類基準，そして単元別の新出語彙数は，
「表 1」のようにまとめられる。
　共通教材は，本学の韓国語の基礎科目「韓国語 1」と「韓国語 2」の授業内
容をカバーしていて，「準備編」から「本編」の第 4課までが前期の授業内容
（「韓国語 1」）にあたり，残る第 5 課から第 10 課までが後期分の授業内容（「韓
国語 2」）としてあてられる。従って，年間を通じて身につける学習語彙数は
計 656 個になるが，そのうち前期の「韓国語 1」で学ぶ語彙数は 343 個で，後
期の「韓国語 2」では 313 個の新出語彙を学ぶことになる。語彙数だけを比較
すると「韓国語 1」と「韓国語 2」で比較的均等に学習語彙数が配分されてい
るようにも考えられる。しかし，これは新出語彙数だけを数えたものであっ
て，実際単元ごとに登場する全体の語彙数は，教材の後半に進むにつれ一文の
長さが長くなって文型も複雑になっていく。そして，単元が進むにつれ既習の
語彙が繰り返し提示される確率も高くなっていくことが考えられる。以上の共
通教材に用いられた 656 個の学習語彙の一覧と提示箇所の詳細は，本稿の「付
録」を参照されたい。なお，テーマ別に分類された語彙の提示例は次の「図
2」のようである。
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表 1　本編（いよいよ韓国語）の語彙の分類基準及び語彙数
単元別タイトル 主要表現 テーマ別語彙 語彙数
第 1課
안녕하세요？
こんにちは。
名前を尋ねる
国籍を尋ねる
国
言語
職業
45
第 2 課
이 사람이 누구예요？
この人は誰ですか。
人数を尋ねる
年齢を尋ねる
家族
指示詞
数詞（固有語）
40
第 3 課
이게 뭐예요？
これは何ですか。
お店で注文する
品物
果物
助数詞
50
第 4 課
지금 어디에 가요？
今どこに行きますか。
応答表現
場所
位置と方向
動詞①
68
第 5 課
취미가 뭐예요？
趣味は何ですか。
趣味を聞いて答える
趣味
時
61
第 6 課
운동화를 사고 싶어요．
運動靴を買いたいです。
お店で使う表現
品物 /曜日
数詞（漢字語）
形容詞①
65
第 7 課
서울 날씨는 어때요？
ソウルの天気はどうですか。
天気を尋ねる
味を尋ねる
季節 /天気
形容詞②
食べ物 /味
59
第 8 課
한국어 시험이 언제예요？
韓国語の試験はいつですか。
時刻を尋ねる
誕生日を尋ねる
時刻
日付
動詞表現①
60
第 9 課
지하철 3호선을 타세요．
地下鉄 3号線に乗って下さい。
移動手段や時間に
関する表現
交通
動詞②
37
第 10 課
겨울 방학에 뭐 할 거예요？
冬休みに何をする予定ですか。
休暇の予定を尋ねる 動詞表現② 31
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図 2　語彙と表現提示の一例
3－2． 文型練習と本文会話の構成
　韓国語教材の文型項目の提示方法は，教材ごとあるいは教材が作られた各教
育機関の教育方針によって異なってくるが，大まかに分けると「表 2」のよう
にまとめることが可能である。
表 2　韓国語教育における文型の類型10）
項　目 例
語　尾 －（으）시，－었－，－다，－（으）니等
助　詞 이/가，은/는，을/를，로，에等
表　現 －지 않다，－었더니，－거든요等
10）国立国語院（2011：33）より引用。
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　韓国の国立国語院では 2011 年より国際的に通用可能な韓国語教育の標準モ
デルの開発のために，の評価内容のほか，韓国で出版された各種の韓
国語教材での使用頻度，教材別に提示された学習レベル等を基準にして「初
級」「中級」「上級」「最上級」の文型項目を提示した。その基準の中で「初級」
に該当する文型項目は計 100 個である。11）
　そこで，本学の基礎科目「韓国語 1」と「韓国語 2」の共通教材に用いられ
ている文型項目は，Ⅰ（初級）の評価内容のほか，使用頻度，文法の難
易度，学習者のレベル，活用可能性，教授と学習の容易さ等を総合的に考慮
した上で選定している。例えば，本学で韓国語を学ぶ履修者の大半は初めて
韓国語に触れる入門レベルの学習者である。そして，共通教材の教授時数は，
基礎科目「韓国語 1」と「韓国語 2」の授業時間の総計12）で構成されることに
なる。韓国で出版されている教材の場合，主に大学傘下の言語教育院13）の学習
者を対象にしていて，Ⅰを到達目標にした教材の場合，約 200 時間の授
業時間が前提となっている。したがって，教授の総時数において本学の場合と
は大きな違いがあると言える。また，全世界に広がっている学習者を対象に韓
国語教育の普及を行っている世宗学堂14）（	
	）には初心者向け
の教材として刊行された「世宗韓国語（세종한국어）」がある。この教材のシ
リーズの中で Ⅰ（ 1 級）を到達目標にした「世宗韓国語 1」と「世宗
韓国語 2」は合わせて全 26 課で構成されていて，合計 48 個の文型項目を提示
している。授業の時数は，単元ごとに 4時間から 6時間を目安にしているの
で，韓国国内の言語教育院で用いられている教材に比べると，より本学の教育
環境にも適していると言える。しかし，「世宗韓国語（세종한국어）」は，全世
界の世宗学堂の学習者を対象にした学習内容で構成されているために，日本語
11）「初級レベルにおける文型項目」の一覧は，本稿最後の「付録 2」に収録した。
12） 1 週間に 2回（ 1 回の授業は 90 分）の授業を前期と後期を合わせて計 30 週間行うと，
合計 90 時間の学習時間となる。
13）日本における「言語（外国語）教育センター」に相当する。
14）世宗学堂は，韓国政府が公認する韓国語教育機関である。韓国語講座及び韓国語教育事
業の実施とそのサポート，韓国文化講座等を行っている。
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母語話者の学習者に特化された教材であるとは言い難い。
　以上のように，教材の中にどの程度の文型項目を含めるかについては，各教
育機関における教育環境（授業時数），学習者の母語や学習レベル，文型項目
の難易度などを総合的に考慮して決定しなければならない。最終的に本学の共
通教材では，Ⅰ（ 1 級）の評価内容を基準にして，第 1課から第 10 課
までの単元ごとに 4つずつの文型項目を提示することになった。続く「表 3」
は共通教材に収録された文型項目の一覧である。
表 3　共通教材に収録された文型項目一覧
単元 文 型 項 目
第 1課
－입니다（です），－입니까（ですか），－이에요/예요（です（か）），
－은/는（は），－이/가（が）
第 2課
이/그/저/어느（この/その/あの/どの），
－이/가 아니에요（ではありません（か）），－도（も），数詞（固有語）
第 3課
이게/그게/저게（これが/それが/あれが），
있어요（います（か），あります（か）），없어요（いません（か），ありません（か）），
－와/과（と），－하고（と），助数詞（個，冊，杯）
第 4課 －에（に），位置と方向，－아요/어요①（ます（か）），－에서（で）
第 5課
－을/를（を），－아요/어요②（ます（か）），－을/를 좋아하다（が好きだ），
－습니다/ㅂ니다（ます），－습니까/ㅂ니까（ますか）
第 6課
－을까요/ㄹ까요（ましょうか），－고 싶다（したい），数詞（漢字語），
形容詞の丁寧形①
第 7課
形容詞の丁寧形②，안否定文（否定形①），形容詞の名詞修飾，
무슨（何の，どんな）
第 8課
－부터－까지（から，まで），－았어요/었어요（ました（か）），
－고（て/で），－지 않다（否定形②）
第 9課
－으로/로（で），－으세요/세요（してください），
－아야/어야 해요（しなければなりません（か）），
－으면/면 돼요（したらいいです（か））
第 10 課
－을/ㄹ 거예요（するつもりです（か）），－으러/러 가요（しに行きます（か）），
－아/어 보세요（してみてください），
－을/ㄹ 수 있어요（することができます（か））
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　文型練習は例示と練習問題で構成されている。文型練習に用いられる例示
は，目標文型の意味を理解し，ハングル（文字）の音節構造によって変化のパ
ターンの違いが理解できるように提示されている。また，授業に先立って学
習者が自習できるように「チェックポイント」という日本語による文型説明の
コーナーを設け，例文も併せて提示している。
図 3　文型練習の一例
　文型練習においては幾つかの指導上の工夫も行われているが，その 1つに韓
国語の書き方の特徴でもある分かち書きのルールを早い段階から学習者に定着
させるべく，練習問題には原稿用紙のパターンを取り入れ，陰影の表示にした
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がって自然に分かち書きのルールが理解できるようにした。もう 1つの工夫
は，文型説明のために提示されている例文の構成にある。統合型教材の場合，
文法の説明が簡略に記述されることが多く，文型に関する足りない説明は必然
的に例文を通して補うことになる。その際の例文の作成においては次の 2点に
注意を払っている。1 つは，一文の長さと文型の複雑さを最大限考慮して，文
型説明のための意味伝達にフォーカスを絞って例文を作ることである。もう 1
つは，文型説明に用いられる例文の中には可能な限り未習の語彙や表現を用い
ないことである。文型説明のために設けられた例文の中に，未習の単語や表現
が使われていると学習者にとっては文型を理解する以前に新しい語彙と表現
を学ばなければならなくなるため，余計に学習の負担が増えることが考えられ
る。しかし，ごく一部の例文では，新出語彙の提示順序での理由やより効率的
な提示方法であると判断された場合に限って，文型の練習や例文の中に新出語
彙や表現を取り入れることにした。そしてその際は，新出語彙・表現の日本語
訳も一緒に示すようにして学習者の意味理解を補っている。
　共通教材の単元ごとのページ構成では，文型練習に続き，本文会話が 2ペー
ジにわたって掲載されている。会話の練習は各単元のトピックをテーマにし
た と の 2つのパターンで構成されている。会話練習に用いられる語彙と
文型は，各単元の学習目標としてすでに提示され学習されたもので構成される
ようになる。従って，会話練習においては，前項までに学習した語彙と文型の
理解を基に，決まった会話文のパターンに沿って，語彙と表現を入れ替えなが
らパターンプラクティクスを繰り返すことに重きを置いている。語彙の入れ替
え練習のほかに，と の会話文ごとに各単元で新たに学習する 4つの文型
項目が均等に振り分けられているので，当該単元で初めて学んだ文型も会話文
のパターンプラクティクスを通して繰り返し練習されることになる。その他，
学習時間の割り当てにおいても，各単元の会話練習には 1回分の授業時間（90
分）が当てられるようにしてシラバスの授業計画にも明示している。
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図 4　本文会話の一例
3－3．その他の構成内容
　本文会話の練習の後は，各単元の文型と会話練習での会話のパターンを中心
に 2つのタスクが続くことになる。タスクとは，意味伝達中心のコミュニケー
ションをする際に伴うすべてのアクティビティーを意味する。したがってタス
クにおいては意味理解を狙いとする諸アクティビティーが用いられるように
なる。共通教材におけるタスクは，「タスク 1」と「タスク 2」に分かれてい
て，「タスク 1（読む /書く）」では学習者が自らの力で文単位のテキストの読
解を行い，その理解の程度に応じて作文をするアクティビティーが続けられ
る。一方の「タスク 2（聞く）」では，リスニングが行われる。日本で出版さ
れている韓国語教育教材では統語型教材を目指すにもかかわらず言語の 4技能
の 1つであるリスニングの練習が抜けているものが少なくない。それに対して
258 松山大学論集 第30巻 第6号
今回開発された共通教材は，「語彙・発音」「文型」と言った言語知識の学習に
加えて「会話」「読む」「書く」「聞く」の 4つの言語技能を総合的に具現した統
合型教材であると言える。
図 5　タスク 1「読む /書く」の一例
　本学で掲げている初習言語の教育目的の 1つに「初習言語学習を通じて日本
との慣習や文化の違いを理解し，相互文化理解を深める」というのがある。入
門から始まる基礎科目の教育時数では「語彙・発音」「文型」を中心とする言
語知識の教授が大半を占めることになる。従って，限られた授業時間の中で文
化理解のための活動の時間を設けることは，現行のカリキュラムの中では限界
がある。そのような現状を踏まえて，教材の紙面を通して，入門から初級レベ
ルの学習者が興味を持ち，理解すべき慣習や文化の違い及び言語使用上の習慣
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の違いを紹介することにした。それが各単元の最後に載せられている「いよか
ん」と「」の 2つのコラムである。「いよかん」は，学習者が韓国
文化について興味を持つ素材を中心にガイダンス程度の文化情報を与えること
を目的とする。一方の「」では，各単元のテーマにちなんだ言葉の
意味の違いや，韓国文化特有の言語使用習慣を中心に内容をまとめている。し
かし，いずれのコラムも，学習者が自分の興味のある範囲内でいつでも参考に
することができるというメリットのほか，教材の構成内容ではあるがあくまで
も学習の動機付けのためのものであって評価の対象としないという点が特徴と
して挙げられる。
図 6　タスク 2「聞く」と「いよかん」の一例
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　本編（いよいよ韓国語）の第 1課から第 10 課までの全体の構成内容につい
ては，次の「表 4」を参照されたい。計 12 ページで構成されている各単元の
最後の 2ページにはそれぞれの単元の「まとめのチェック」と語彙・表現のま
とめ及び「」のコーナーがある。「まとめのチェック」は，学習者
が各単元の学習内容をどの程度理解できているのかをセルフチェックを通して
確かめるようにしている。「まとめのチェック」の問題は，Ⅰの文型理
解の問題形式を参考にしたもののほか，語彙知識と主要表現の読み書き能力を
測るもので構成されている。そして「まとめのチェック」を通して学習者が自
ら解けない問題については未修または学習が不十分であるものと考え，自主的
に復習などを行って理解を補っていくことを狙いとしている。
図 7　「まとめのチェック」と「語彙と表現のまとめ」の一例
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表 4　共通教材の全体内容構成 15）
15）『いよいよ韓国語』の「本教材の構成内容（ⅱ～ⅲ）」より抜粋。
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　全 10 課の各単元の終わりには，単元ごとの学習語彙と表現をまとめて提示
し，学習者が語彙と表現の意味確認を素早く行えるようにしている。その他，
第 10 課までの本編に続く「付録」では，文型練習及び「タスク 1， 2」の解
答をまとめている。さらに，「本文会話」の日本語対訳とリスニング（タスク
2「聞く」）の原稿スクリプトを収録していつでも学習者が自ら内容（意味）
を確認できるようにしている。そして共通教材の「付録」の最後になる「語彙
リスト」には，本学で学ぶ学習者の母語が多様化している現状を踏まえて，日
本語のみならず，英語と中国語の対訳も一緒に載せている。
4 ．韓国語能力試験初級（TOPIKⅠ）の評価基準と共通教材の比較
　本学の初習韓国語の基礎科目「韓国語 1」と「韓国語 2」の教育目標に
Ⅰ（ 1 級）の合格レベルが掲げられている。従って，基礎科目「韓国語
1」と「韓国語 2」の学習のために開発された共通教材は，Ⅰ（ 1 級）
の評価内容を教授－学習内容の選定基準として設けている。この傾向はすでに
韓国国内でも見られており，今では初級レベルの韓国語の教材では Ⅰ
の評価基準が教授－学習内容の選定における一定の標準としての役割を担って
いるとも言えるようになった。
　本章では，初級レベルの Ⅰ（ 1 級・ 2 級）の評価基準と，基礎科目
の年間の到達目標を Ⅰ（ 1 級）のレベルに合わせて構成された共通教
材の中身を比較する。そのことで，基礎科目「韓国語 1」「韓国語 2」の共通
教材で満たしている学習項目と，以降の学習内容としてみなすべき項目を明示
できればと思う。
　韓国語能力の初級レベルに該当する Ⅰは， 1 級と 2級の 2つに分け
られている。16）の公式サイトで公開されている習熟度別の評価基準によ
ると，Ⅰの 1級は自己紹介，買い物，飲食店での注文など生活に必要な
基礎的な韓国語を駆使でき，身近な話題の内容を理解・表現できるという。ま
16）韓国語能力試験（日本サイト）
 		!" より抜粋。
264 松山大学論集 第30巻 第6号
た，800 語程度の基礎的な語彙と基本文法を理解でき，簡単な文章を作れるレ
ベルであるとしている。これに対して Ⅰの 2級は，1，500～2，000 語程
度の語彙を用いた文章を理解でき，使用できるレベルであるとしている。そし
てこのレベルでは電話やお願い程度の日常生活に必要な韓国語や，郵便局，銀
行などの公共機関での会話がこなせるものと考えられる。初級レベルにおける
文型は，言語機能に関わる基本文法と語彙のタイプに大きく関わっていること
が特徴であると言える。言い換えると，初級の段階においては，複雑な文型構
造の理解よりは，言語の機能を果たすための十分な語彙知識が備わっているこ
とにより重点が置かれるということになる。
表 5　初級（ 1級・ 2級）の評価内容－トピック（素材）
Ⅰ
1級
紹介，日常生活，学校生活，場所，買い物，食べ物，季節と天気，交通手段，
品物，位置，時間，趣味，交通，運動，家族，約束
2級
週末，位置，天気，約束，運動，学校生活，事務室，家，電話，品物，場所，
方向，時間，位置，食べ物，交通，身体，家族，職業，買い物，手紙，服，郵
便局，銀行，病院，旅行，計画，感情，挨拶，理由，計算，映画，約束，日課
　上の「表 5」は Ⅰで取り上げられるトピックと共通教材で扱われて
いるトピックを比較したものである。表中の下線部は重なるトピックを示して
いて，下線の引かれていないものは共通教材で取り上げられていないトピッ
クを意味する。 1 級と 2級では重複されるトピックが多く，共通教材は少なく
とも 1級の評価内容にあたるトピックの大半をある程度カバーしていると言え
る。
　提示文の内容によって扱われるトピックが異なり，語彙や文型も異なってく
ることが考えられる。そのため，Ⅰでどのような文章のタイプが評価の
基準になっているのかを知ることは大変重要である。一方で，まだ初級のレベ
ルという習熟度から勘案すると，ここでの「文章」の意味は，一文からパラグ
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ラフまで広範囲のものが想定できる。このような理解のもとで共通教材との比
較を行った結果は，次の「表 6」のようである。表中の下線は，共通教材の方
でも取り上げられている文章のタイプを示す。
表 6　初級（ 1級・ 2級）の評価内容－文章のタイプ
等　　級 評 価 内 容
TOPIK
Ⅰ
1 級
・短めの標識，簡単な会話文， 5 つ以内のセンテンスで構成された生活文
・標識（語），広告，案内文，メモ，紹介文，生活文，手紙文，日記，領
収書，名刺
2級
・短めの文章，簡単な会話文， 7 つ前後のセンテンスで構成された実用文
・標識語，会話文，叙述文，説明文，実用文，領収書，メモ，手紙文，日
記，書式，案内文，広告文
　次の「表 7」は，語彙と文型に関わる評価内容である。Ⅰの各評価内
容に対して共通教材で扱われているものには○を，扱われていないものには×
を表示した。また，一部でのみ扱われている場合は△で示している。比較の結
果，共通教材の内容が一部の語彙と文型項目を除いておおよそ 1級のレベルを
カバーしていると言える。また，Ⅰの 2級として分類されている語彙と
文型項目の一部についても共通教材と内容が重なっていることが確認できる。
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表 7　初級（ 1級・ 2級）の評価内容－意味（語彙）・文法
レベル Ⅰ 共通教材
1級
・日常生活に必要な基礎的な語彙
・個人的で親しまれている素材と関連する最も基礎的な語彙
・基礎的な人称及び指示代名詞，疑問代名詞
・周辺の物の名称，位置関連語彙
・数に関連した語彙
・「大きい」「小さい」などのような基礎的な形容詞
・「行く」「来る」などのような基礎的な動詞
・買い物をする，食べ物を注文するなどの日常生活に関連した基礎語彙
・主語－目的語－叙述語の順に沿った基礎的な文構造
・叙述文，疑問文，勧誘文，命令文などの文の類型
・誰・いつ・どこ・何・なぜなどで構成された疑問文
・「그리고（そして）」「그러나（しかし）」などのように頻繁に用いられる接続詞
・「－이 /가（が），－은 /는（は），－을 /를（を），－에（に）」などの基礎的な
　助詞
・「－고（～て，で），－어서（～ので），－지만（～けれど）」などの基礎的な表現
・時を表す基礎表現（テンス）
・「안」と「－지 않다（～ではない）」で表す否定文
・「으 /ㅂ /ㄹ」変則動詞
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
그러나×
○
－어서×
－지만×
○
○
○
2級
・日常生活で頻繁に用いられる語彙
・公共施設を利用するときに頻繁に用いる基本語彙
・「済州島・民俗村」など頻繁に接する固有名詞
・「きれいだ・静かだ・複雑だ」など周辺の状況を示す形容詞
・「出発する・直す」など，日常生活で頻繁に用いる動詞
・郵便局の利用，会議など公的な状況に関連した基本語彙
・約束，計画，旅行，健康と関連した語彙
・「자주（よく）・가끔（たまに）・거의（殆ど）」など基本的な頻度副詞
・「－보다（～より），－이나（～か），－밖에（～しか）」など比較的頻繁に用い
　られる助詞
・「－을까요（～しましょうか），－을 거예요（～するでしょう）」など頻繁に用
　いられる終結形
・「－고 있다（～している），－어 있다（～ている），－어 주다（～してあげる），
　－어 보다（～してみる）」などの基本的な補助表現
・「－으면（～すれば），－는데（～するので），－으면서（～しながら）」など，
　頻繁に用いられる連結表現
・「르，ㅅ，ㅎ，ㄷ」変則動詞
・冠形詞形（連体形）
・形容詞の副詞形
・尊敬語の基本的な形態
△
△
直す×
거의×
×
○
△
△
△
○
×
○
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5 ．ま　　と　　め
　前章までは，本学で初習言語として基礎科目（「韓国語 1」と「韓国語 2」）
を学ぶ学生向けに開発された共通教材『いよいよ韓国語』の構成内容と学習の
狙いを中心にまとめた。以下では，今後の課題として，共通教材の開発段階で
新たに提起された問題点と限界点を 3つに分けて述べておきたい。
　まず，学習語彙の性格によって語彙学習の目標と内容が異なってくるため
に，その区分を明確にしておく必要があると考えられる。教材に提示された語
彙の性格が，初級レベルの学習者にとって算出できるようにすべきであるか，
聞いて理解できる程度のもので良いのかによって，教授－学習に割り当てられ
る時間の配分が大いに異なってくることになる。学習語彙が「表現（算出）語
彙」であるか「理解（受容）語彙」であるかについての判断は，これまでの経
験を踏まえると，教授する側の判断に任されることが多く，教育歴の多少に関
係なく，教師の主観的な判断で決められることが少なくないように考えられ
る。その結果，共通教材が用いられているにも関わらず実際学生が身に付ける
学習語彙の数や内容には必然的に違いが生じるようになる。この問題を解消す
るためにも，今後語彙学習の目標が語彙の性格で明示できれば，より効率的な
語彙学習方法が見いだせることになると考えられる。
　次に，今回開発された共通教材は，基礎科目「韓国語 1・ 2」の学習到達目
標として定めている Ⅰ（ 1 級）の文法項目を全てカバーできないとい
う限界がある。授業時数の制限などによってどうしても網羅できなかった文型
内容については，学習者が自主的に学んで補っていくように指導していかなけ
ればならない。またそのための教員間の意思疎通や協力体制も必要不可欠であ
る。一部の専攻によっては，基礎科目「韓国語 1・ 2」に続いて「韓国語 3・
4」を必須として学ぶことになっているため，学部ごとのカリキュラムと個別
学生のニーズに合わせて対応しているのが現状である。しかし， 1 年や 2年の
学習に留まる言語教育を目指すのではなく，生涯を通して身につけていくべき
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教養としての言語教育を初習言語学習の目的として掲げている以上，基礎をよ
りしっかりと学ばせることと，学生が自律的で継続的に言語学習を続けられる
ような学内での教育環境づくりとサポート体制の整備は重要な課題となってい
ると言える。さらには， 1 年や 2年で終わる言語教育ではなく，一生を通して
身に付けていくべき教育の基礎を担っているという教育機関としての意識の強
化も，今後続けて強調していくべき点であると考えられる。
　最後に， 1 年次の「韓国語 1」と「韓国語 2」に続いて， 2 年次で学ぶ基礎
科目「韓国語 3」と「韓国語 4」に関しても， 1 年次からの一貫した教授内容
で学習できるよう， 2 年次向け基礎科目の統合型共通教材の開発が急がれる。
さらに， 2 年次で応用科目の履修に進む学生のためにも， 1 年次で学んだ内容
に連携された技能別言語学習が継続できるよう，今後本学の学生のニーズや学
習レベルに合った技能別の韓国語学習教材が開発されていかなければならな
い。
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「付録 1」　基礎共通教材に収録された学習語彙一覧
＊表左側の数字は，出現した単元（課）を示す（「 0」は「準備編（ハングル）」）。
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「付録 2」　韓国語教育の標準モデルでまとめられた初級レベルの文型項目一覧 
区　分 文 型 意 味
連結 거나
表現 게 되다
連結 게 2，게끔 目的
語末語尾の前 겠
表現 고 싶다
表現 고 있다
連結 고 3 羅列
終結 군，는군，군요，는군요
転成 기 名詞形
表現 기 때문
表現 기 전에
表現 기로 하다
表現 ㄴ 것 같다，는 것 같다，은 것 같다
表現 ㄴ 지 2，은 지 2
表現 ㄴ 후에，은 후에，은 뒤에
転成 ㄴ 3，는 2，은 3 冠形詞形（現在）
転成 ㄴ 4，은 2 冠形詞形（過去）
連結 ㄴ데 1，는데 1，은데 1
終結 ㄴ데 2，는데 2，은데 2
表現 ㄴ데요，는데요，은데요
表現 네요
表現 는 것
表現 는 동안
表現 는 적이 있다，는 적이 없다
終結 니까，으니까，으니까요，으니까는，으니깐
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終結 다 3 基本形
表現 ㄹ 것 같다，을 것 같다
表現 ㄹ 것 1，을 것 1
表現 ㄹ 때，을 때
表現
ㄹ 수밖에 없다，을 수밖에 없다，을 수 없다，
을 수 있다，ㄹ 수 있다
表現 ㄹ 2，을 2
終結 ㄹ게，ㄹ게요，을게，을게요
表現 ㄹ까 보다，을까 보다
終結 ㄹ까，을까
表現 ㄹ까요，을까요
表現 러 가다，으러 가다
表現 러 오다，으러 오다
連結 러，으러
表現 려고 하다，으려고 하다
転成 ㅁ，음 名詞形
連結 면 2，으면
表現 면서，으면서
終結 ㅂ니까，습니까
終結 ㅂ니다，습니다
終結 ㅂ시다，읍시다
終結 세요，으세요，셔요，으셔요，으시어요
終結 십시오，으십시오
表現 아 보다，어 보다，여 보다
表現 아 있다，아 계시다，어 있다，여 있다
表現 아 주다，어 주다，여 주다
終結 아 3，야 3，어 2，여 2
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表現 아도 되다，어도 되다，여도 되다
連結 아서，어서，여서
表現 아야 되다，어야 되다，여야 되다
表現 아야 하다，어야 하다，여야 하다
表現 아요，어요，여요
語末語尾の前 았，었，였
表現 았으면，었으면，였으면
語末語尾の前 으시，시
表現 지 말다
表現 지 못하다
表現 지 않다
連結 지 1
終結 지 2，지요，죠
連結 지만，지마는
表現 가 아니다，이 아니다
助詞 가，이
助詞 과，와
助詞 까지 1 から，まで
助詞 께
助詞 께서
助詞 ㄴ 1，는 1，은 1
助詞 나 1，이나
不規則 ㄷ 불규칙
助詞 다 1，이다 2 羅列
助詞 도
不規則 ㄹ 불규칙
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助詞 ㄹ 1，를，을 1
助詞 랑，이랑
助詞 로，으로
不規則 르 불규칙
助詞 마다
助詞 만 1
副詞 못
不規則 ㅂ 불규칙
助詞 밖에
助詞 보다
助詞 부터 , 서부터，에서부터
不規則 ㅅ 불규칙
助詞 서 1 1 人で
副詞 안
助詞 에 , 에다 , 다가，에다가
助詞 에게，에게로，에게서
助詞 에서，서 2
助詞 의
助詞 이다 1 指定詞
助詞 처럼
不規則 ㅎ 불규칙
助詞 하고
活用 ㅡ 활용
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